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令和元年12月を迎えて

4月に平成が終わり、5月からの令和の時代が始まりました。今年の平川病院を振り返

ると、一番お金がかかったのが温冷配膳車の導入でした。他の病院では20年以上前から

温冷配膳車が普通でしたから、栄養科の職員は劣等感を感じていたそうで、すごく喜んで

くれました。でも、そもそも栄養科は慢性の人手不足のため通常業務さえ大変ですので、

物凄く大変だったと思います。本当にご苦労様でした。来年は、温冷配膳車を使った新し

い献立なども期待します。

栄養科以外でも、デイケアでは発達障害専門プログラムの導入、リハビリテーション科

は365日体制の導入、AX病棟の電子カルテのWiFi化、A2病棟は男女混合病棟への移行、

医事課は診療報酬で10月からデータ提出加算、総務課は病院周囲の監視カメラ設置、受動

喫煙防止法への対応、新電力への変更等々、各部署で新しいこと、改善したこと、頑張っ

たことがたくさんありました。みんな、もの凄く頑張ってくれました。

そして、例年通り12月11日にはクリスマス会が行われ、今年はデイケアのコーラス

といつもの音大の先生たちと私でクリスマスコンサートができました。いつも通りに、

無事になんとか年末を迎えたことは本当に幸せなことだと思います。これも皆様のご理

解、ご協力のお蔭と心から感謝します。今年1年、ありがとうございました。来年もよろ

しくお願い申し上げます。

院長 平川 淳一

令 和 元 年 ク リ ス マ ス 会 の 様 子
（ 12/1１ 当 院 ホ ー ル に て ）

病院理念

『患者さまの不安をとること』

当院の基本方針
「地域に根ざした安心できる医療」

「精神科医療の充実」
「老人医療」医療と福祉の結合
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第 ３ 3回 東 京 精 神 科 病 院 協 会 学 会 参 加

【 当 院 参 加 者 集 合 】 会 場 エ ン ト ラ ン ス に て

（ 10/30 京 王 プ ラ ザ ホ テ ル 新 宿 に て ）



 

 

 

精 神 科 病 院 に 勤 務 し て い る と 患 者 さ ん の 行 動 制 限 に つ い て 考 え な け れ ば な ら な い 場 面 が

多 く あ り ま す 。 緊 急 の 現 場 や 治 療 抵 抗 性 の 患 者 さ ん を 受 け 入 れ て い る 臨 床 現 場 で は 「 患 者

本 人 や 他 の 人 の 安 全 な 診 療 の 環 境 を 守 り 、 損 害 を 防 ぐ に は 、 身 体 拘 束 や 隔 離 が 唯 一 残 さ れ

た 選 択 肢 と な る こ と も あ る （ 米 JCAHO） 」 と 考 え 、 最 小 化 を 意 識 し つ つ も 、 安 全 の 確 保

の た め や む を え ず 実 施 し て い ま す 。  

今 回 、 職 員 研 修 講 師 と し て お 招 き し た 都 立 松 沢 病 院 の 斉 藤 正

彦 院 長 の お 話 で は 、 2012年 の 就 任 か ら 「 身 体 拘 束 最 小 化 ！

ゼ ロ を 目 指 す 」 と の 院 長 自 身 掲 げ た 方 針 の も と 、 拘 束 率 は

2017年 1月 で 18.9%か ら 3.9%へ 。 急 性 期 病 棟 で は 65パ ー

セ ン ト 減 、 慢 性 期 、 認 知 症 病 棟 で は 90%の 減 少 率 を 示 し た と

の こ と で す 。 単 に 「 身 体 拘 束 を し な い 」 だ け で な く 「 患 者 さ

ん に と っ て 何 が ベ ス ト か 」 「 尊 厳 あ る ケ ア と は 何 か 」 を 多 職 種 間 で 常 に 検 討 し 、 人 権 擁 護

に つ と め る プ ロ セ ス を 大 切 に し て い る 。 働 く 職 員 が 安 心 し て 身 体 拘 束 最 小 化 に 取 り 組 め る

よ う 、 論 理 的 合 意 形 成 が 出 来 る 職 場 づ く り を 行 う 。 「 し ば ら

な い こ と 」 が ア ウ ト カ ム で は な く 身 体 拘 束 や 行 動 制 限 を 極 力

減 ら し 、 患 者 さ ん の 自 由 度 、 選 択 権 を 増 や す こ と で 、 自 律 と

自 立 を 得 ら れ る 環 境 を つ く っ て い く 。 そ う 言 っ た 試 み に つ い

て 聞 く 事 が で き ま し た 。 長 い 時 間 が か っ た と い い ま す 。 そ れ

で も 、 斉 藤 院 長 の 宣 言 の も と 、 看 護 部 は じ め 、 病 院 職 員 の 共

通 の 目 標 、 行 動 制 限 最 小 化 の 試 み は 現 場 で の 実 践 の 積 み 重 ね で 結 果 を 出 し て い ま す 。  

松 沢 病 院 で の 具 体 的 な 取 り 組 み と し て は 、 小 さ な イ ン シ デ ン ト で も 徹 底 し て 報 告 し 事

故 予 防 に 努 め て い る こ と 。 自 分 た ち の 仕 事 を 評 価 す る 為 に 患 者 さ ん や ご 家 族 へ の ア ン ケ ー

ト を 集 計 し 評 価 す る 。 院 外 の 第 三 者 評 価 を 積 極 的 に 求 め る 機 会 を 持 つ 。 拘 束 さ れ て い る 患

者 さ ん の 気 持 ち を 聞 く 為 に 拘 束 さ れ た 患 者 さ ん の 傍 で 訴 え を 聴 く 、 な ど が あ る そ う で す 。  

 

平 川 病 院 も 行 動 制 限 最 小 化 の た め に 同 じ よ う な 取 り 組 み を 始

め て い ま す 。 身 体 拘 束 最 小 化 を 維 持 す る こ と 。 そ し て ゼ ロ に す

る こ と は 容 易 で は な い か も し れ ま せ ん 。 し か し 、 拘 束 し な け れ

ば で き な い 治 療 や 看 護 は 患 者 さ ん の QOL向 上 や 幸 福 に つ な が

っ て い く で し ょ う か 。 日 々 の 臨 床 実 践 の 場 で 努 力 と 工 夫 を 重 ね

て い く こ と が 必 要 だ と 、 教 え て い た だ き ま し た 。 松 沢 病 院 の 行

動 制 限 最 小 化 試 み を 今 後 も 注 目 し て い き た い で す 。  

広 報 委 員 会  看 護 師  大 治  久 恭  

 

松沢病院 院長 齋藤正彦先生にご講演いただきました 

平川病院 職員全体研修「行動制限最小化の試み」  
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今、一番力を入れていること、入れたいこと！！ 

 

東3病棟では、今年も、11月9日（土）に、ご家族懇親会を開催いたしました。参加者は、

9家 族 10名 ＋ ス タ ッ フ 8名 （ 作 業 療 法 士 2名 ・ 看 護 師 3名 ・ 看 護 助 手 2名 ・ ク ラ ー ク 1名 ）

の 総 勢 18名 で し た 。  

ご 家 族 が 患 者 様 に 対 し 、 「 今 、 一 番 力 を 入 れ て い る こ と 」 は 、 「 患 者 様 に 希 望 を 与 え

る 会 話 や 関 わ り （ 外 出 や 外 泊 、 行 事 へ の 参 加 が で き る 促 し ） を 心 が け て い る 」 と い っ た 直

接 患 者 様 と 関 わ る こ と 、 一 方 で 、 面 会 に 来 れ な く と も 、 患 者 様 に 拒 否 さ れ て も 、 「 自 分 の

後 を 、 妻 や 子 ど も に 引 継 い で 継 続 し た サ ポ ー ト が で き る よ う に し て い る 」 と い っ た 世 代 を

超 え た 支 援 が 挙 げ ら れ ま し た 。 「 力 を 入 れ た い こ と （ 今 後 ） 」 は 、 「 安 心 し て 継 続 し て 平

川 病 院 に 居 る こ と が 出 来 る 重 要 性 を 大 切 に し た い 」 、 「 私 達 の こ と も わ か ら な い 状 態 で 、

今 後 ど う し た ら 良 い の か 」 、 「 家 に 帰 っ て 来 て も 、 き ょ う だ い の 生 活 も あ り 、 本 人 の 安 心

で き る 居 場 所 を ど う し た ら 良 い の か 」 な ど 、 患 者 様 の 状 態 変 化 や ご 家 族 の 家 庭 環 境 の 変 化

な ど 将 来 の 不 安 が 語 ら れ ま し た 。 親 の 立 場 で あ る ご 家 族 と し て は 、 患 者 様 の き ょ う だ い の

生 活 や 今 後 の 両 者 の 関 係 性 も 心 配 さ れ て い ま す 。 今 回 の ご 家 族 の 約 半 数 は 、 き ょ う だ い の

立場の方々が参加されており、その将来の状態を目の当たりに視て聴く機会ができました。

そ し て 、 毎 年 参 加 さ れ て い る ご 家 族 が 、 新 し い ご 家 族 の 公 的 支 援 を 受 け る か 否 か の 葛 藤 に

対 し 、 「 制 度 を 知 っ て い る か 否 か で は 、 将 来 的 な 動 き 方 は 大 き く 変 わ る 」 な ど 、 活 発 な 助

言をして下さいました。会の終わりには、「来てよかったー」「また参加したいです」と、

ご 家 族 が 笑 顔 で 帰 ら れ ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇 親 会 は 、 ご 家 族 同 士 の 問 題 の 共 有 、 気 持 ち の 浄 化 、 ま た 頑 張 ろ う と い う 気 持 ち に 繋

が っ て い る と 感 じ ま す 。 ま た 、 ス タ ッ フ か ら も 、 「 生 の 声 を 聴 け て 実 感 し た 」 な ど の 声 が

あ り 、 ご 家 族 の こ と も 考 え て 、 患 者 様 へ 新 た な 関 わ り を 考 え よ う と す る 効 果 を 感 じ て い ま

す 。 今 後 も 、 方 法 や 内 容 を 変 え な が ら も 、 同 様 の 機 会 を 、 患 者 様 、 ご 家 族 、 職 員 、 自 身 の

た め に も 作 っ て い き た い と 思 い ま す 。  

東 ３ 病 棟  師 長  津 崎  佳 世 子  

みやま ２５９号 （3）２０１９年１２月１５日



今年10月に上陸した台風19号は、河川

の氾濫など各地で甚大な被害をもたらし

ました。気象庁は、その台風の大きさか

ら異例の会見を開き、上陸前に暴風や大

雨などの注意喚起をして、早めの避難を

促していました。

八王子市においても、上陸前から大雨

が降り、テレビでは、浅川の様子も中継

されていました。10月15日時点で発表さ

れた被害状況は、物的被害（土砂災害、

浸水、道路冠水等）で約500件あったそ

うです。

美山ヒルズでは、年2回防災訓練を実施

しています。1つは、火災や地震の災害を

想定した訓練です。消防署員に協力をし

てもらい、避難訓練、通報訓練、消火訓

練、災害が起きた時の行動についての講

和をしています。１つは、風水害を含め

た災害を想定した訓練です。市のハザー

ドマップを基に、住まいに想定される被

害の確認。警報レベルや避難情報を基

に、内容や行動の確認。避難所の下見や

非常用具の説明をしています。

今回の台風において、八王子市に特別

大雨警報が発令し、警戒レベル４まで上

がり、消防車から自主避難の呼び掛けが

あった事で、高齢者が住んでいる棟の利

用者は避難所に避難をしました。初めは

体育館のみの開放でしたが、避難者数が

膨らんだことで校舎の教室まで開放さ

れ、私たちはそこに案内をされました。

4世帯の家族

と一緒になり、

幼児から高齢者

までいる状況で

した。毛布と床

に敷く耐熱シー

トの支給があ

り、それ以外の

飲食等に関して

は、各自持ち込

みとなっていま

した。夜には台風も過ぎ去り、一部利用

者は帰宅し、それ以外の方は、一夜を明

かしました。

今回の避難を通じて、以前から防災訓

練に取り組んでいた事で、非常用具をま

とめていたり、警報レベルを見て避難所

へ行く準備をしたりする方もいました。

避難所の下見もしていたので、移動もス

ムーズでした。一方で、課題も見つかり

ました。台風が接近していても生活サイ

クルが変えられず、いつも通り買物に出

掛けようとしていた方や、避難において

も“ここは大丈夫だから”と拒む方もい

ました。教室が2Ｆであったことから、

ADLの低い高齢者にとっては障壁とな

り、また、トイレ誘導やベッドではない

ために臥床する時に介助が必要になりま

した。今回の経験を下に、これからの災

害時対応に活かしていこうと思います。

美山ヒルズ 主任 精神保健福祉士 成重 博仁

地域生活支援室より台風19号時に避難しました
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総務課の紹介 

 

総 務 課 で は 、 下 記 の 業 務 内 容 の と お り 多 岐 に わ た り 、 医 師 ・ 看 護 師 ・ コ メ デ ィ カ ル な

ど 病 院 内 の 全 て の 部 署 と 関 わ り 、 か な り 幅 広 い 業 務 を 行 っ て い ま す 。  

私 た ち 総 務 課 は 、 患 者 さ ま や ご 家 族 さ ま と 接 す る 機 会 は 少 な い 部 署 で す が 、 各 部 署 と

の 連 携 を 密 に し 、 病 院 の 理 念 で あ る 「 患 者 さ ま の 不 安 を と る こ と 」 を 実 現 す べ く チ ー ム

医 療 の 一 員 と し て 「 縁 の 下 の 力 持 ち 」 の 役 割 を 担 っ て い ま す 。 ま た 、 少 々 大 げ さ か も し

れ ま せ ん が 「 病 院 及 び 職 員 を 守 る 」 と い う 使 命 の も と 、 日 々 業 務 に あ た っ て い ま す 。  

 

＜ 業 務 内 容 に つ い て ＞  

１ ． 病 院 事 業 の 企 画 立 案 な ど の 事 務 機 能  

  事 業 計 画 ・ 事 業 報 告 の 作 成 に 関 す る こ と 、 新 規 事 業 の 立 ち 上 げ に 関 す る こ と 、  

公 印 管 理 に 関 す る こ と 、 一 般 渉 外 お よ び 院 内 事 務 の 連 携 や 調 整 に 関 す る こ と 、  

２ ． 人 事 及 び 労 務 管 理 （ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽﾀｯﾌの 諸 手 続 含 む ）  

社 会 保 険 ・ 雇 用 保 険 加 入 手 続 き 、 職 員 の 入 退 職 管 理 、 雇 用 契 約 、 勤 怠 管 理  

健 康 管 理 （ 健 康 診 断 ） 、 職 員 寮 （ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽﾀｯﾌ： ﾍﾞﾄﾅﾑ国 籍 ・ 中 国 国 籍 ） の 管 理  

福 利 厚 生 （ 院 内 保 育 園 含 む ） 管 理 、 給 与 業 務 ・ 秘 書 業 務  

３ ． 防 災 関 係  

  消 防 訓 練 の 実 施 、 災 害 予 防 に 関 す こ と 全 般  

４ ． 行 政 ・ 官 公 庁 関 係  

  立 ち 入 り 検 査 ・ 監 査 の 対 応 、 官 公 庁 へ の 書 類 作 成 提 出  

５ ． 物 品 管 理  

各 種 消 耗 品 や 医 療 材 料 の 発 注 及 び 払 出 、 医 療 機 器 購 入 の 見 積 依 頼 、 検 品 作 業 、  

６ ． 施 設 管 理  

  建 物 ・ 設 備 ・ 機 器 の 修 理 受 付 及 び 調 整 立 会 い  

  車 両 管 理 お よ び 安 全 運 転 管 理 に 関 す る こ と  

７ ． Ｐ Ｃ ・ 通 信 機 器 管 理  

  電 子 カ ル テ 全 般 、 Ｐ Ｃ 管 理 、 通 信 機 器 管 理  

８ ． そ の 他  

統 計 作 成 、 電 話 応 対 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 管 理 、 送 迎 業 務  等 々  

 

＜ ス タ ッ フ 構 成 ＞  

 課 長 １ 名 ・ 主 任 １ 名 ・ 総 務 係 ２ 名 ・ 人 事 係 １ 名 ・ 給 与 係 ２ 名 ・ 施 設 管 理 ３ 名  

 

 

 

 

 

事務室から 
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統合失調症 9人
うつ病 3人
適応障害 3人

重度の多発外傷に対する身体リハビリテーション

当 院 で は 、 様 々 な 身 体 疾 患 の 患 者 さ ま に 対 し て リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ 以 下 リ ハ ビ リ ）

を 実 施 し て い ま す 。 そ の 中 に は 多 発 骨 折 な ど 重 度 な 外 傷 患 者 さ ま も い ら っ し ゃ い ま す 。

今 回 は そ の よ う な 多 発 外 傷 患 者 さ ま の リ ハ ビ リ 結 果 に つ い て 報 告 し た い と 思 い ま す 。

● 対 象 期 間 ： 平 成 30年 4月 1日 ～ 平 成 31年 3月 31日

● 対 象 人 数 ： 15人 （ 男 6人 女 9人 ）

※ 平 成 31年 3月 31日 ま で に リ ハ ビ リ 終 了 し た 患 者 の み

● 平 均 年 齢 ： 43.4歳

● 平 均 訓 練 期 間 ： 90.5日         

表 １ ． 精 神 科 診 断 名

今 回 の 調 査 で は 精 神 科 診 断 名 は 統 合 失 調 症 が 9人 と 最 も 多 く 、 う つ 病 3人 、 適 応 障 害 3

人 で し た （ 表 1） 。 BIは 開 始 時 が 53.7点 で 、 着 替 え 、 お 風 呂 、 ト イ レ な ど で 介 助 を 要 す

る レ ベ ル で し た が 、 終 了 時 に は 87.7点 ま で 向 上 し て い ま す 。 こ れ は 日 常 生 活 が 概 ね 一 人

で 出 来 る レ ベ ル ま で 改 善 し て い る と 言 え ま す （ 図 1） 。 一 般 病 院 も 含 め 、 精 神 疾 患 が あ り

さ ら に 重 度 の 身 体 疾 患 を 受 傷 し た 方 へ の 治 療 が 出 来 る 病 院 は と て も 少 な い の が 現 状 で す 。

そ の 中 で 当 院 は 精 神 と 身 体 両 方 の 治 療 が 出 来 る 専 門 的 な 病 棟 を 設 け 、 積 極 的 に リ ハ ビ リ へ

取 り 組 ん で い ま す 。 そ の 結 果 、 リ ハ ビ リ 開 始 時 は ほ と ん ど の 方 が 車 椅 子 で し た が 、 リ ハ ビ

リ 終 了 時 に は 85％ 以 上 の 方 が 一 人 で 歩 け る ま で 改 善 し て い ま す （ 図 2） 。 歩 け る 様 に な

る こ と は 患 者 さ ま の 退 院 後 の 生 活 に 大 き く 影 響 し ま す 。

今 後 も 患 者 さ ま の 社 会 復 帰 の 後 押 し が 出 来 る よ う に 取 り 組 ん で い き た い と 思 い ま す 。       

平 川 病 院 医 療 の 質 向 上 促 進 委 員 会
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弁護士団が見学に来院しました 

11月25日、東京都の弁護士会所属の15名の弁護士の方々が、当院を見学されました。

当 日 は 平 川 院 長 か ら 病 院 の 沿 革 、 理 念 、 日 々 の 臨 床 現 場 で の 出 来 事 な ど に つ い て 説 明 を 行

い 、 そ の 後 に 病 棟 見 学 「 日 頃 踏 み 入 れ る こ と が な か な か 出 来 な い 」 病 院 内 の 様 子 を み て 、

聞 い て 、 感 じ て い た だ き ま し た 。 精 神 科 特 有 の 身 体 行 動 制 限 に つ い て は 、 拘 束 体 験 を し て

も ら う こ と も し 、 法 律 や 精 神 科 医 療 で の ガ イ ド ラ イ ン の も と 、 実 施 し て い る 事 を お 伝 え し

ま し た 。 又 、 希 望 さ れ た ” 退 院 支 援 の た め の 設 備 ” 東 ５ 病 棟 の シ ャ ン テ ィ ー を 紹 介 、 伊 藤

診 療 部 長 に よ る 説 明 も さ せ て い た だ き ま し た 。 「 病 院 と は ど ん な と こ ろ か 、 よ く 理 解 で き

た 」 と の 声 も い た だ き 、 法 律 と 人 権 擁 護 の 専 門 チ ー ム に 病 院 を 紹 介 で き た こ と は 、 第 三 者

に よ る 評 価 に 繋 が る こ と に も な る と 感 じ ま し た 。  
 

広 報 委 員 会  看 護 師  大 治  久 恭  

 

 

 

 

東京ＤＰＡＴ平川チーム 

昨 今 、 南 海 ト ラ フ 沖 地 震 や 関 東 大 震 災 の 予 兆 が あ る と 取 り ざ た さ れ て お り 、 直 近 で は

台 風 19号 に よ る 災 害 な ど 、 毎 年 自 然 災 害 が 多 発 し て お り ま す 。 今 日 か ら で も 災 害 に つ い

て 皆 が 危 機 感 を 持 ち 、 災 害 対 策 に つ い て 強 固 な 意 識 を も っ て ほ し い と 思 い ま す ！ 当 院 で

は 、 ４ 月 か ら Ｄ Ｐ Ａ Ｔ チ ー ム 隊 員 を 主 軸 と し て 「 平 川 病 院 災 害 対 策 委 員 会 」 を 発 足 し ま し

た 。 被 災 地 へ の 派 遣 任 務 （ Ｄ Ｐ Ａ Ｔ ） 、 自 院 で の 災 害 時 対 策 、 他 県 か ら の 被 災 者 や 地 域 住

民 の 受 入 れ 体 制 を ３ 本 柱 と し て 、 災 害 時 対 策 準 備 を 進 め て お り ま す 。 振 り 返 れ ば 阪 神 淡 路

大 震 災 を 機 に 、 被 災 地 で 迅 速 に 支 援 活 動 を 行 う 災 害 派 遣 医 療 チ ー ム （ Ｄ Ｍ Ａ T） や 災 害 拠

点 病 院 、 情 報 共 有 シ ス テ ム （ Ｅ Ｍ Ｉ S） な ど の 体 制 が 整 備 さ れ ま し た 。 東 日 本 大 震 災 を 契

機 に 精 神 科 に お い て も 急 性 期 か ら 活 動 す る こ と や 全 体 を

統 括 す る 存 在 が 求 め ら れ 、 災 害 医 療 に 精 神 医 療 が 位置づ

けられるようになり、災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡT）

が 組 織 化 さ れ ま し た 。 当 院 も 院 長 先 生 の 使 命 を 受 け 、

「 東 京 Ｄ Ｐ Ａ Ｔ 平 川 チ ー ム 」 を 結 成 、 被 災 時 の 精 神 障 が

い 者 や 心 的 外 傷 後 ス ト レ ス 患 者 へ の 支 援 を 担 い ま す 。 ラ

イ フ ラ イ ン や 交 通 ル ー ト な ど の 被 災 環 境 の 情 報 を 集 約 、

他 チ ー ム と の 情 報 共 有 ・ 連 携 も 重 要 な 任 務 と な り ま す 。

皆 様 に も ご 協 力 お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  
 

平 川 病 院 災 害 対 策 委 員 会  委 員 長 ・ 東 京 DPAT 平 川 病 院 チ ー ム  渋 谷  克 豊  
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胸中

私 は 日 本 に い る 他 の ベ ト ナ ム 人 と 同 じ で す 。 未 来 に 良 い 人

生 に な る 為 に 。 家 族 や 故 郷 を 離 れ て 、 こ ち ら で 、 頑 張 っ て 勉

強 し な が ら 働 い て い ま す 。 目 的 に は 、 知 識 を 養 い 、 自 分 自 身

を 向 上 さ せ 、 家 族 を 支 援 す る こ と が で き ま す 。 将 来 に 、 祖 国

を 豊 か に す る こ と に 小 さ い 貢 献 を 齎 し ま す 。 し か し 、 現 在 の

生 活 や 仕 事 の レ ベ ル を 上 げ る た め に 私 は ま だ 努 力 を 必 要 と し

て い ま す 。 そ の た め 、 仕 事 で は ま だ 多 く の 未 熟 な 部 分 が あ り

ま す 。 現 在 、 言 語 と 文 化 に つ い て は ま だ な れ な い 部 分 が あ り

ま す が 、 皆 様 の 指 導 や 、 私 自 身 の 継 続 的 な 努 力 に よ っ て 、 患

者 様 の 笑 顔 や 同 僚 の 期 待 に 応 え ら れ る と 信 じ て い ま す 。 ま

た 、 日 本 政 府 が 私 た ち の 努 力 を 認 め て く れ る こ と を 願 っ て い

ま す 。 私 の 後 に 他 の ベ ト ナ ム 人 に も っ と 機 会 を 開 く た め に 。

【 ベ ト ナ ム 語 （ Vi�t） 】

NỖI NIỀM
Tôi cũng như bao người Việt Nam đang ở Nhật khác. Rời xa gia đình, quê hương để cố

gắng học tập và làm việc tại nơi đây. Với mong muốn tương lai có được 1 cuộc sống tốt

đẹp hơn. Có thể trau dồi kiến thức, hoàn thiện bản thân và hỗ trợ gia đình. Nói xa hơn

nữa thì ngày về đem cái mới, cái phát tr iển về góp phần làm giàu quê hương, đất nước.

Nhưng cuộc sống hay công việc hiện tại mới chỉ đang dừng ở mức bình thường. Điều

đó nói lên rằng bản thân tôi còn phải cố gắng nhiều hơn nữa. Chính vì thế nên vẫn còn

những thiếu sót trong công việc. Hiện tại tuy còn nhiều bất đồng về ngôn ngữ, văn hóa.

Nhưng tôi t in dưới sự tận tình quan tâm, dẫn dắt của mọi người, cùng với sự không

ngừng cố gắng của bản thân mình. Rồi tôi sẽ đem đến được nhiều nụ cười trên khuôn

mặt bệnh nhân và sự hài lòng từ các đồng nghiệp. Tôi cũng mong sao chính phủ Nhật

Bản có sự nhìn nhận những cố gắng của chúng tôi. Để mở thêm nhiều cơ hội cho

những người Việt Nam khác đi sau tôi. . .

編 集 後 記

り 前 過 ぎ る だ ろ う 。 元 号 が 変 わ っ て 令 和 に な っ た こ と 。 ま

た 令 和 元 年 が 終 わ ろ う と し て い ま す 。 今 年 の 漢 字 は 「 令 」

当 た 、 法 令 改 正 、 法 令 順 守 、 警 報 発 令 、 避 難 命 令 と し て も

使 わ れ た と 聞 い て 、 な る ほ ど と 。 流 行 語 大 賞 の 、 「 ONE T

EAM」 は 順 当 か 。 2019年 テ ィ ー ン が 選 ぶ ト レ ン ド ラ ン キ

ン グ ： コ ト バ 篇 「 ぴ え ん 」 は 、 初 耳 ？ 。 令 和 2年 は 、 診 療

報 酬 改 定 、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク と ･･･。 今 年 も １ 年 間 「 み や ま

」 を 愛 読 頂 き あ り が と う ご ざ い ま し た 。 引 き 続 き ご 愛 顧 の

程 宜 し く お 願 い 致 し ま す 。

医療法人社団光生会 平川病院

東京都八王子市美山町１０７６

電話 ０４２－６５１－３１３１

０４２－６５１－３１３３

編集 平川病院 広報委員会

ご意見ご感想はこちらへお願いします

kouhou@hhsp1966.jp

職員インタビュー（ Nhân viên Cuộc phỏng vấn）

インターナショナルスタッフ：ディン ズイ ニャン さ ん 【 ベ ト ナ ム 国 籍 】

              （ DINH  DUY NHAN）

日 本 語 、 ベ ト ナ ム 語 と も に 、 ご 本 人 が 執 筆 し て く れ ま し たた
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